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「 か の や の な ぜ？」に お 答 えします「 か の や の な ぜ？」に お 答 えします

将 来 の 農 地 利 用 の 姿 を 明 確 化した 計 画 を 策 定将 来 の 農 地 利 用 の 姿 を 明 確 化した 計 画 を 策 定

降 水 量 の 秘 密降 水 量 の 秘 密

健 診 は 体 の 声 を 聞く第 一 歩健 診 は 体 の 声 を 聞く第 一 歩
未 来 のた め に  今こそ、健 康 診 断未 来 のた め に  今こそ、健 康 診 断

大 切 な「 農 地 」を 次 の 世 代 へ大 切 な「 農 地 」を 次 の 世 代 へ

命や生活を守るために
大切なことは
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のかけ橋のかけ橋

健 ふ康 ら い

まちの おしごと「㈱サクラクレパス鹿児島工場」

放課後は の顔別別

統計情報 令和５年 4 月１日現在（前月比）

  98,419人　（ー 954）
  47,144人　（ー 512）
  51,275人　（ー 442）

・人口 ／
・男性 ／
・女性 ／

45,946世帯　（ー203）
448.15㎢ 

・世帯 ／
・面積 ／

令和５年全国広報コンクールで 「入選」 を受賞

　 令和５年全国広報コンクール広報紙（市部）部

門で、「広報かのや令和４年11月号」 が67市出

品の中から「入選」を受賞しました。

　取材にご協力いただいた皆さん、 多くの読者

の皆さん、 ありがとうございました。 これからも

市民の皆さんに親しまれ、 本市の魅力を十分に

伝える誌面作りを目指していきます。
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図書館利用の新しいスタイル図書館利用の新しいスタイル
使ってみよう！かのや市電子図書館
使ってみよう！かのや市電子図書館
身近な疑問を解説する「カノヤのトリセツ」
身近な疑問を解説する「カノヤのトリセツ」日本に３か所の地磁気測定所
日本に３か所の地磁気測定所気象庁の鹿屋観測施設気象庁の鹿屋観測施設

獲ったぞ頂点！和牛の頂へ ! !
獲ったぞ頂点！和牛の頂へ ! !鹿児島全共鹿児島全共

T O P I C

毎年 11 月初旬には、全校生徒の前で読み聞か
せイベントを開催。大きな絵本や人形劇を披露し
ているほか、小道具や衣装、音楽にまでこだわっ
たオリジナルの演劇を公演し、子どもたちを楽し
ませている。

　「鹿屋小学校読み聞かせグループ すてっぷ」は、平成 15 年に結成してから今年で 20 周年を
迎えました。現在メンバーは 12 人で、メンバー以外の保護者で構成される「すてっぷお助け隊」
や PTA の読書指導部からも協力をいただきながら活動しています。学校で毎週水曜日の朝と、月
に 1 回昼の読み聞かせを行っており、季節や行事、学年に合わせた内容の絵本を選び、子ども
たちの反応を想像しながら読み聞かせをしています。子どもたちが「面白かった」「あっという間だっ
た」と喜ぶ顔を見て、たくさんの元気をもらっています。これからも子どもたちとの信頼関係を構
築しながら、読み聞かせを通して子どもたちの想像力や聞く姿勢を育む活動をしていきます。

SPOT LIGHT
SPOT 
LIGHT

－　スポットライト　ー

地
域

で
活

躍
する団体をピックアップ

鹿屋小学校読み聞かせグループ すてっぷ

村
む ら え

江 望
のぞみ

 さん

　４児の母で、長男の学校の様子を知り
たいという気持ちと、ものづくりが好き
なことがきっかけで「すてっぷ」に入る。
野球とソフトボールの練習を頑張る子ど
もたちの成長を楽しみにしながら、毎日
の子育てに奮闘している。

「
読
み
聞
か
せ
」
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に

　
鹿
屋
小
学
校
の
保
護
者
ボ
ラ
ン
ティ
ア
と
し
て
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
鹿
屋
小
学
校
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ 

す
て
っ
ぷ
」。

感
情
豊
か
で
表
現
力
に
満
ち
た
読
み
聞
か
せ
で
、
子
ど
も
た
ち
を
絵
本

の
世
界
に
誘
い
ま
す
。

鹿屋小学校鹿屋小学校
   読み聞かせグループ すてっぷ   読み聞かせグループ すてっぷ

今月の表紙

　春しか咲かないアルベリックバルビ
エなどの品種をアーチに誘引した「つる
バラトンネル」は、春バラの満開の時期
に見頃を迎えます。約220m続くトン
ネルは圧巻の風景。まるで映画のよう
なファンタジックな世界を演出します。
これから梅雨の季節。バラとあじさい
の共演を見に、リニューアルした「かの
やばら園」へお越しください。

日本最大級のつるバラトンネル
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消
防
業
務
に
は
現
場
に
向
か
う
出
動

が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
る
と
火

災
・
救
急
・
救
助
の
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

令
和
４
年
中
の
火
災
の
出
動
件
数
は
77

件
で
、
そ
の
約
半
数
が
た
き
火
や
火
入

れ
を
原
因
と
し
た
火
災
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
名
の
焼
死
者
が
発
生
し

て
お
り
、
平
成
以
降
毎
年
、
火
災
に
よ
っ

て
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
７
，
３
６
３
件
、
救

助

は
53
件

出

動

し
ま
し
た
。

救

急

出

動
は
10
年
前
の
出
動
数
と
比
べ
る
と
、

16
％
に
相
当
す
る
約
１
，
０
０
０
件
も

増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
行
も
一

つ
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救

助
出
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外

出
自
粛
の
影
響
も
あ
り
若
干
の
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
救
急
出
動
の
支
援

や
火
災
か
ど
う
か
不
明
の
煙
を
確
認
す

る
怪
煙
出
動
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
と

い
っ
た
そ
の
他
の
災
害
に
年
間
約
７
０
０

件
ほ
ど
消
防
車
両
が
出
動
し
て
い
ま
す
。

出
動
の
現
状

消
防
組
合
の
役
割

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
は
九
州

で
は
２
番
、
県
内
で
は
１
番
広
い
面

積
を
有
し
、
１
市
４
町
（
鹿
屋
市
・
肝

付
町
・
錦
江
町
・
南
大
隅
町
・
東
串
良

町
）
の
人
口
約
14
万
人
を
管
轄
し
て

い
ま
す
。
新
川
町
に
消
防
本
部
を
置

き
、
３
署
３
分
署
を
配
置
し
、
24
時

間
体
制
で
あ
ら
ゆ
る
災
害
等
に
備
え
、

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
か
ら
生
命
・
身
体
・
財
産
を
保

護
す
る
こ
と
。
水
火
災
や
地
震
等
の

災
害
を
防
除
し
被
害
を
軽
減
す
る
こ

と
。
ま
た
、
災
害
等
に
よ
る
傷
病
者

の
搬
送
を
適
切
に
行
う
こ
と
を
任
務

と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻

発
し
、
規
模
も
大
き
く
激
し
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
の
発
生
も

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
防
災

力
の
強
化
に
向
け
、
地
域
防
災
の
中

核
を
担
う
消
防
団
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
安
全
・
安
心
な
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

なことは
命や生活を守るために

大 切

　

24
時
間
、
３
６
５
日
昼
夜
を
問
わ
ず
火
災
や
救
急
な
ど
の
緊
急
時
に
出
動
す

る
消
防
士
。
今
号
で
は
、
現
場
の
最
前
線
で
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守

る
消
防
組
合
の
活
動
に
迫
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
出
水

期
を
前
に
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
日
頃
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
小
さ
い
と
き
か
ら
自
主
防
災
組
織
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
お
り
、
父

親
も
上
小
原
の
消
防
団
で
活
動
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
消
防
士
は
身
近
な
存
在

で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
女
性
消
防
士
の
活

躍
を
知
り
、
地
元
で
仕
事
を
し
た
い
と

の
想
い
も
相
ま
っ
て
、
消
防
士
の
職
に

就
き
ま
し
た
。
最
初
の
仕
事
は
、
心
肺

停
止
状
態
の
傷
病
者
へ
の
支
援
出
動
。

訓
練
は
積
ん
で
き
ま
し
た
が
、
い
ざ
現

場
に
入
る
と
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
傷
病
者
の
方
は
病
院
で
復
帰
し
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
大
切
さ
、
そ
し
て
私

で
も
救
え
る
命
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

入
署
し
て
３
年
、
そ
の
間
祖
父
が
何

度
か
緊
急
搬
送
さ
れ
た
の
で
す
が
、
傷

病
者
の
家
族
と
い
う
立
場
か
ら
見
た
救

急
救
命
士
の
姿
に
、
頼
も
し
さ
と
安
心

感
を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
の
目
標
は
、

救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
る
こ
と
。
知

識
と
経
験
を
重
ね
て
、
最
前
線
の
現
場

で
働
く
救
急
救
命
士
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

消 防 隊

　火災や災害時に迅速に出動

し、 人命救助や消火活動を行

います。 また、 日常的な防火・

防災啓発活動も担当し、 地域

の安全・ 安心を守る重要な役

割を果たします。

▲危険を伴う屋内に進入し

　 ての消火活動

▲油火災での消火。 高熱に

　 も負けず消火作業！

　人命救助を主要な任務とし、

救助に関する高度な知識と専

門技術を有しています。 特殊

な装備を駆使し、 火災や交通

事故などあらゆる災害に対応し

ています。

▲警察や自衛隊など他機関

　 と連携した倒壊家屋救出

▲塔下の要救助者役をロー

　 プで引き上げる引揚救助

救 助 隊

　救急車で出動し、 安全第一

で傷病者を医療機関へ搬送し

ます。 救急車には救急救命士

という国家資格を持った職員が

乗車し、 市民の安全・ 安心を

守っています。

▲救急車内で心肺停止状態

　 の傷病者に胸骨圧迫

▲広報活動の一環で小学校

　 での救急講座を開催

救 急 隊

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

西に
し
ざ
こ迫  

明あ

す

か

澄
夏　

消
防
士
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新 た な 取 り 組 み

『
映
像
通
報
機
能
シ
ス
テ
ム
』
の
運
用
を
開
始

０１
　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
通
報
者
と
消
防
本
部
間
で
ビ
デ
オ
通
話
が
で
き
る
「
映
像
通
報

機
能
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　「映像通報機能システム」 とは、 通報者のスマートフォンを使用し消防に災害現場

の映像を送信することで、 現場の詳しい状況を「視覚的な情報」 として把握すること

ができるシステムです。 このシステムを活用することで病態に応じた効果的な口頭指

導が可能となり、 また、 災害現場へ出動している消防隊や救急隊と映像を共有する

ことができるため、 迅速・ 的確な対応につながり、 救命率の向上が期待できます。

災 害 現 場 が「 見 え る 」 新 し い 通 報 機 能

『
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
』
等
を
認
定

０２
　

「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
は
、
市
の
防
災
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
生
か
し
、
地
域
に
お
け
る
防
災
の
中
核
と

し
て
町
内
会
な
ど
の
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す
る
防
災
訓
練
等
で
、
指
導
や
支
援
を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

新 た な 取 り 組 み

　市では、 防災に関心を持つ人や防災士・ 県地域防災推進員が、 本市に特化した防

災に関する講座を受講することで、 地域の特性を把握し様々な防災に関する普及・

広報活動を行う「鹿屋市地域防災リーダー」 と認定します。 リーダーは、 防災に関す

る一般的な知識を身に付けた「鹿屋市地域防災サポーター」 と協力し、 自主防災組

織の活性化と地域防災力の向上を図っています。 地域防災リーダーを小学校区ごと

に２人配置することを目標に、 今年も養成講座等を１１月に開催する予定です。

「 地 域 防 災 リ ー ダ ー 」 と「 地 域 防 災 サ ポ ー タ ー 」

 地 域 防 災 リ ー ダ ー の 役 割

平 常 時 災 害 時
平常時から、 地域の様々な行事

等で活躍することで・ ・ ・

災害時、 地域住民の先頭に立って、

地域の防災活動を主導し て いくこ

とができる

災 害
発 生

●防災・災害に関
心を持たせる

●地域住民全体の
ために考える

●地域の行事に積
極的に参加する

●非常時に現場の状
況を取り仕切る

●災害対策活動に協
力を求める

●避難所運営など防
災活動に関する知
識や知恵を活用

地域防災リーダー

永
な が た

田　幸
こういち

一　さん

 
私
は
現
在
、
鹿
屋
市
消
防
団
の
寿

分
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
か
ら
担
当
す
る
地
区
で

は
水
害
は
無
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
２
年
の
豪
雨
災
害
で

は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
場
所
が
冠

水
し
、
車
も
数
台
水
没
。
想
定
を
超

え
る
災
害
に
恐
怖
を
感
じ
る
の
と
同

時
に
、
こ
の
よ
う
な
情
報
や
経
験
を

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
話
を
聞
い
た
と
き
に
は
、

こ
れ
ま
で
消
防
団
で
学
ん
だ
防
災
の

知
識
や
経
験
を
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
と
応
募
し
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
制
度
。
声
掛
け
が

で
き
る
人
、
何
か
の
技
術
を
持
つ
人
、

知
り
合
い
が
た
く
さ
ん
い
る
人
な
ど
、

横
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら

取

り
組

む

必

要

を

感

じ
ま
す
。

こ

の
機
会
に
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

を
自
分
た
ち
で
守
る
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

映像通報機能システムの流れ

１. 現場の情報を映像で伝達通報者

・言葉では説明しづらい急病人、火災などの災害状況を通報
・指令室が必要と判断した際に、通報者に URL を SMS で送信
・通報者は届いた URL からシステムを起動し、撮影を開始

２. 撮影した画像や位置情報の共有
・GPS による位置情報や、カメラで撮影された情報を指令室で確認
・指令室から通報者へ応急手当の映像などを送信
・指令室では、救急車や消防車などの出動隊と映像を共有

指令室

３. 指令室からの情報を参考に対応通報者

・送信されてきた応急手当などの映像を通報者のスマートフォンで再生
・ 再生される映像や指令室からの口頭指導を参考に、通報者は正しい方

法で応急手当などを実施

４. 救命率の向上や被害の軽減

・映像を共有した出動隊が現場に出動、到着

・スムーズな現場対応で、迅速かつ的確な救命活動の実施

出動隊

Q1  事故など何でも利用できますか？

通報していただいた内容から指令室で必
要と判断した場合に、通報者へシステム
利用の協力のお願いをします。

A

Q 2  通 信 料 は か か り ま す か ？

映像データ送受信時にかかるデータ通信
料金は、通報者側の負担となりますので
ご了承ください。

A

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
の
指
令

課
で
は
指
令
業
務
の
高
度
化
と
救
命

率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
「
映
像
通
報
機
能
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
１
１
９
番
通
報
を
受
信
し

た
と
き
に
は
、
通
報
者
の
声
に
よ
る

情
報
の
み
で
現
場
の
状
況
を
把
握
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視
覚
情
報
か

ら
、
現
場
の
状
況
を
明
確
化
で
き
る

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
出
動
隊
へ
質
の
高
い
支
援
情
報

を
送
る
こ
と
や
、
映
像
通
報
者
に
応

急
手
当
の
参
考
動
画
の
送
信
な
ど
が

可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
内
で
も
い
ち
早
く
導
入
し
た
シ
ス

テ
ム
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
通
報
者
の
協
力
な
し
に
は
効
果
を

発
揮
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

大隅肝属地区消防組合

安
や す だ

田   浩
ひ ろ し

士　指令課長

▲鹿屋女子高等学校作成に
　よるオリジナルロゴ

鹿屋市地域防災リーダー
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命や生活を守るために
　　   なことは大 切

地域で実施する防災訓練等で指導や支援を行う人

鹿屋市地域防災サポーター
防災訓練等で地域防災リーダーと協力して支援を行う人

　鹿屋市地域防災リーダーには、現在 63 人が認定されています。
地域の人々が地域ごとに抱える危険を考えることで、起こりうる災害を想定し、
日頃から自分のこととして防災について考え、行動できることを目指しています。

　鹿屋市地域防災サポーターには、現在 24 人が認定され
ています。地域における防災活動等に関心があり、市の防
災に関する基礎的な研修を受講した市民であれば、小中高
生でもサポーターとして活動できます。



自
助

災 害 に 備 え る

災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
今
始
め
る
こ
と

０３
　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
出
水
期
を
迎
え
ま
す
。
災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
住
ん
で
い
る
地
域
や
家
族

構
成
、
生
活
パ
タ
ー
ン
な
ど
の
様
々
な
点
を
考
慮
し
、
自
ら
の
備
え
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

●
災
救
マ
ッ
プ
と
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
等
で

避
難
所
の
位
置
、
避
難
所
の
開

設
・
閉
鎖
の
状
況
、
開
設
し
て
い

る
避
難
所
の
混
雑
状
況
等
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
災
救
マ
ッ
プ
の
主
な
機
能

○
マ
ッ
プ
上
で
、
各
避
難
所
の
開

設
・
混
雑
状 

 
 

況
を
確
認
で 

 
 

き
ま
す
。

○
マ
ッ
プ
上
の
避
難
所
ア
イ
コ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
避
難
所
に 

 
 

お
け
る
避
難 

 
 

者
数
を
確
認 

 
 

で
き
ま
す
。

○
各
避
難
所
の
電
気
・
水
道
な
ど

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
を
確
認

で
き
ま
す
。

　台風や地震などの自然災害は、 時として想像を超える力で

襲ってきます。 しかし日頃から防災対策をしておくことで、 被

害を少なくすることはできます。

　 災害による被害をできるだけ少なくするためには、 一人ひと

りが自ら取り組む 「自助」、 地域や身近にいる人同士が助け

合って取り組む「共助」、国や地方公共団体などが取り組む「公

助」 の力が重要です。

　その中でも特に重要になるのは 「自助」 の力で、 自らの命

は自らが守る意識を持つことが大切です。 「自分の命を守る」

ということは、災害の状況を把握して 「災害から確実に逃げる」

ということです。 自分が助からないとどのような対策をしても

意味がありません。 「自助」 に取り組むためには、 まず、 災

害に備え自宅の安全対策をしておくとともに、 屋外においても

災害に遭遇したときの身の安全の守り方を知っておくことが必

要です。 また、 身の安全を確保し、 生き延びていくためには、

水や食料などの備えをしておくことも必要です。

　防災対策には、 「絶対に大丈夫」 というものはありません。

一人ひとりが平時からハザードマップなどを確認することで自

宅の災害リスクを認識し、 周りにどのような危険が及ぶのかを

考え、 その被害を最小限に抑えるために必要な対策を講じる

ことが重要となります。 災害を目撃したり、 救助を要請し

たりする場合はためらわず「１１９」番へ、「慌てず」「はっ

きり」 「正確に」 通報してください。

Q命や生活を守るために
大切なことは？

A 自分の命は自分で守る
「自助」の力が大切です

大隅肝属地区消防組合

内
うちやま

山   智
ともふみ

文　消防長に伺いました

災さ
い
き
ゅ
う
救
マ
ッ
プ
を
使
っ
て

避
難
所
の
情
報
を
知
ろ
う

●災救マップのアクセス方法

※かのやライフからも閲覧可能
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命や生活を守るために
　　   なことは大 切

実際の避難経路を歩くなど「防災さ

んぽ」 に取り組んでみましょう。 避

難所までの経路を複数知っておくこ

とも避難に有効です。

防災さんぽで避難経路をチェック

▲防災マップ

鹿 屋 市 防 災 マ ッ プ を 読 も う

「危険を確認」、 「情報を確認」、 「避

難の準備」、 「早めの避難」 など、

災害時にとるべき行動を考え防災・

減災に役立てましょう。

防災防災
さんぽさんぽ

地図で確認

ドライブ
で確認

歩いて
確認

使 い な が ら 備 蓄 す る
ロ ー リ ン グ ス ト ッ ク 法 で 常 時 保 存

普段から少し多めに食品や加工品を買っておき、 使った分だ

け新しく買い足し、 常に一定の量を備蓄しておく方法です。

（飲料水、 レトルト食品、 缶詰など）

● 備 蓄 品

災害により水道や電気が止まった場合に

備えて、 自宅や避難所で過ごすための

必要最低限の備蓄をしましょう。

○カセットコンロ・カセットボンベ　

○ポリタンク　○ラップ　

○トイレットペーパー　

○紙皿・紙コップ・割りばし　など

● 非 常 持 出 品

○非常食   ○飲料水　○常備薬・お薬手帳

○貴重品（通帳・保険証・印鑑　など）

○現金    ○筆記用具　○携帯電話・充電器

○洗面道具　○衣類　など

非常時に持ち出すべきものをあらかじめ

リュックサックに詰めておき、 いつでもすぐ

に持ち出せるようにしておきましょう。

◀家族構成に合わせ

　た準備も必要です

非 常 持 出 品 や 備 蓄 品 を 準 備 し よ う



かのやのホットな話題をお届け！

HH ttoo
NewsNews

ホットニュースホットニュース

市ホームページに

ほかの写真も掲載中！

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減

マ
イ
ボ
ト
ル
で
貢
献
を

平
和
へ
の
願
い
と

不
戦
を
誓
う
追
悼
式

　４月８日、小塚公園慰霊塔前広場で「第66回旧鹿屋航空
基地特別攻撃隊戦没者追悼式」が挙行されました。この慰
霊塔は同基地から飛び立った特別攻撃隊員の御霊を慰める
ために建立されたもので、昭和33年に完成。追悼式には
関係者や特攻隊員の遺族など247人が参列し、P-1哨戒機
による追悼飛行や儀

ぎじょうたい
仗隊の弔銃、献花が行われたほか、中

学生による平和へのメッセージが朗読されました。

　４月14日、ウォータースタンド株式会社と市との「プ
ラスチックごみ削減の推進に関する協定締結式」が行わ
れました。協定締結に伴い、プラスチックごみを減らす
ためのマイボトルの使用を推進することを目的に、市の
施設10か所にマイボトル専用給水機が設置されました。
今後、市の環境イベントやエコスクール等において、同
社と連携して脱炭素等の普及啓発活動を行います。

　４月12日、「第22回全国小学生
ソフトテニス大会鹿児島県予選」
女子５年生ダブルスで準優勝し、
千葉県で行われた全国大会に出場
した迫

さこぐち
口和

わ か な
奏さん（鹿屋小６年）と

樋
ひ ぐ ち

口日
ひ か り

花梨さん（祓川小６年）が市
役所を訪れました。

全国への切符をつかみ
全国大会で奮闘

　４月９日、日
ひ え だ

枝神社（輝北町市
成）境内でかのや市商工会が主催
する「輝北畜産まつり」 が開催され
ました。当日は出店や歌謡ショー
のほか、血統書付きの黒毛和牛が
当たる抽選会なども実施され、多
くの人が祭りを楽しみました。

輝北畜産まつり
畜産に親しみを

目
指
せ
リ
ー
グ
優
勝

決
意
を
胸
に

　４月12日、市役所でM
モ リ
ORI A

オ ー ル
LL W

ウ ェ ー ブ
AVE K

カ ノ ヤ
ANOYAの壮

行会が行われました。これは、輝北町を拠点とするプロ
ソフトボールチームである同チームの「日本女子ソフト
ボールリーグ2023シーズン」への参戦を激励するもの。
主将の領

りょうけ
家妃

ひ な
奈選手は「地元の皆さんから多くの応援を

いただいている。リーグ優勝を目指して日々努力したい」
と意気込みを語りました。

　４月20日、イオン九州株式会社と市との「災害時にお
ける生活必需物資供給確保等についての協定調印式」が
行われました。これは、災害が発生した際に相互に協力
し、生活必需物資の供給や確保等を行うための協定。同
社の柴

し ば た
田祐

ゆ う じ
司代表取締役社長は「災害は起こらない方が

いいが、もし起こってしまった場合はイオングループの
総力を挙げて協力していきたい」と話しました。

被
災
時
の
物
資
に

つ
い
て
企
業
と
協
力

全
て
の
人
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
に

　4月26日、「令和５年度第１回鹿屋市防災会議」が開催
されました。同会議には大隅河川国道事務所をはじめ30
以上の関係機関が参加し、西原地区の排水路整備工事や
市武道館駐車場のマンホールトイレの現地視察を実施。
その後、市役所で令和４年度の防災や減災に関する取り
組み状況の報告と、鹿屋市地域防災計画の修正などにつ
いての協議がなされました。

出
水
期
を
前
に

防
災
対
策
を
再
確
認

　５月１日、市役所で電気自動車のお披露目式が行われま
した。この車両は、株式会社カナザワからの寄附金により
購入された電気軽自動車で、車体のほか充電設備３基も新
設。同社の金

かなざわ
沢幸

こういち
一代表取締役は「この電気自動車を見る

たびに市民の皆様が環境問題などに目を向け、これからの
脱炭素について考えてもらえればうれしい」と話しました。
この車両は今後、環境啓発活動などでも使用されます。

寄
附
金
で

電
気
自
動
車
を
購
入

　５月３日、リナシティかのやで「第12回とっておきの
音楽祭inかのや」が開催されました。これは「NPO法人とっ
ておきの音楽祭inかのや」が主催するもので、健常者と障
がい者の相互理解を深めるための音楽祭。当日は、屋外
でのステージや物品販売のほか、室内では各団体の製作
物なども展示。多くの来場者が見守る中、頑張って練習
した歌声や楽器の音色が響き渡りました。

　４月14日、市営鳴之尾牧場（有
武町）で「春の入牧式」が行われま
した。この日、優れた乳用牛に育
成するために預けられたのは48
頭の子牛。これらの預託牛は、牧
場の環境に慣れた後に放牧され、
約1年間同牧場で過ごします。

鳴之尾牧場に
子牛48頭が入牧

　

　４月16日「中岳山開き登山」が行
われました。参加者は大川内神社
で安全祈願祭を行った後、鹿屋市
登山ガイドと中岳を登山。参加者
は山頂で地元女性部手作りのお弁
当を食べるなど、美しい山容を誇
る中岳登山を楽しみました。

吾平中岳山開き登山で
安全を祈願

　４月24日、中央消防署訓練場
で「消防救助技術指導会組合選手
選考会」が行われました。これは、
安全かつ確実な救助技術を競う大
会で、はしご登はんやほふく救出
など６種目を実施。5種目で標準
記録を突破しました。

救助技術で日頃の
訓練の成果を競う

　５月４日、ユクサおおすみ海の
学校近くの畑で、じゃがいもや玉
ねぎ、大根の収穫体験がありまし
た。これは菅原地域づくり協議会
が企画したもので、当日は家族連
れなど20人が参加。子どもたちは
野菜の収穫を楽しみました。

天神町の耕作放棄地を
利用した地域づくり
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お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

≪

▶企業紹介

　ムービー

の取り組み

　

生
産
計
画
の
立
案
や
日
々
の
作
業

進
捗
を
管
理
す
る
こ
と
が
私
の
担
当

業
務
で
、
現
場
の
人
た
ち
が
効
率
よ

く
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
で
き
る
よ
う
な

生
産
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
生
産
計
画
に
大
き
な
乱

れ
が
な
く
製
品
が
無
事
に
出
荷
さ
れ

た
と
き
が
、
ホ
ッ
と
す
る
と
同
時
に

う
れ
し
い
瞬
間
で
す
。

　

現
在
は
育
児
の
た
め
に
短
時
間
勤

務
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
休
・

育
休
も
取
得
で
き
た
の
で
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
限
ら
れ
た
時
間
で
の
仕
事

量
を
増
や
せ
る
よ
う
に
業
務
の
効
率

化
を
図
り
な
が
ら
、
知
識
を
増
や
し

て
幅
広
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
で
す
。札元１丁目在住。夫と２歳

になる娘の３人暮らし。多

趣味だが、今は子育てに一

生懸命。娘の日々の成長が

楽しみで、早く一緒に料理

などをしたいと話す。

生産管理課

土
つ ち だ

田 万
ま り こ

梨子 さん
（32歳／入社５年目）

お
客
様
と
地
元
に
愛
さ
れ
る

企
業
を
目
指
し
て

私
の
仕
事

≪

　

弊
社
は
大
阪
府
に
あ
る
株
式
会

社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
の
グ
ル
ー
プ

会
社
と
し
て
、
昭
和
46
年
２
月
に

吾
平
町
に
設
立
し
ま
し
た
。
当
時

の
過
疎
対
策
と
し
て
、
旧
吾
平
町

か
ら
親
会
社
へ
熱
心
な
企
業
誘
致

の
働
き
か
け
が
あ
り
、
従
業
員
60

人
で
操
業
を
開
始
。
高
度
経
済
成

長
期
に
よ
る
人
手
不
足
と
過
疎
地

に
よ
る
雇
用
創
出
と
が
マ
ッ
チ
し

て
立
地
に
至
り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
と
い
う
立
地
か
ら
、

輸
送
費
や
納
期
で
不
利
な
面
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た

め
に
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
当

初
は
大
阪
か
ら
材
料
や
部
品
を
輸

送
し
て
鹿
屋
で
組
み
立
て
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
部
品
工
場
の
新

設
な
ど
に
よ
り
一
貫
生
産
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
弊
社
で
は

サ
イ
ン
ペ
ン
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
油

性
マ
ー
カ
ー
な
ど
サ
ク
ラ
ク
レ
パ

ス
の
主
力
商
品
を
製
造
。
販
売
す

る
ペ
ン
の
約
８
割
が
鹿
屋
で
作
ら

れ
て
お
り
、
海
外
市
場
で
の
需
要

増
加
と
相
ま
っ
て
同
グ
ル
ー
プ
内

で
も
重
要
な
生
産
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

弊
社
は
親
会
社
の
社
是
「
企
業

は
永
遠
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
を

堅
持
し
て
お
り
、
企
業
活
動
に
よ

る
環
境
負
荷
を
最
小
限
に
抑
え
る

規
格
の
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」

や
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
」
と
い
っ

た
国
際
規
格
認
証
を
取
得
。
環
境

保
全
や
顧
客
満
足
度
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
地
元
や
近
隣
市
町
か

ら
雇
用
を
行
い
、
地
域
貢
献
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
生
産
力
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
従
業
員
の
福
利
厚
生
と

職
場
環
境
も
充
実
さ
せ
、
地
域
経

済
活
性
化
と
雇
用
創
出
の
場
と
な

る
、
自
分
た
ち
が
誇
れ
る
主
力
工

場
拠
点
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

株
式
会
社 

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
鹿
児
島
工
場

久久く
き
や
ま

く
き
や
ま

木
山
木
山  

元元も
と
な
り

も
と
な
り成成  

代
表
取
締
役
社
長

株式会社 サクラクレパス鹿児島工場

○住所　鹿屋市吾平町麓 2834-1

○電話　0994-58-6066

○設立　昭和 46 年　　○代表者　久木山 元成

○従業員数　155 人（社員・パート等含む）

○平均年齢　43 歳　○勤務時間　８時間

○採用実績　31 人（令和４年度）

○福利厚生　各種保険（雇用、健康、

　厚生年金、労災）、通勤手当

株式会社 サクラクレパス鹿児島工場

　製造した数や在庫数を管理する日報

を、従来は紙に記入して管理者がとりま

とめてパソコンに入力していましたが、

ペーパーレス化のためにタブレットを導

入。先述の機械化とも合わせて従

業員の負担軽減にもつながっ

ています。

日報のペーパーレス化 グ
ル
ー
プ
企
業
内
で

い
ち
早
く
新
機
材
を
導
入

　

生
産
ラ
イ
ン
へ
の
部
品
等
の
運

搬
や
完
成
品
の
移
動
は
そ
れ
ま
で

従
業
員
の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
６
月
の
組
立

工
場
の
新
設
に
当
た
り
、
自
動
無

人
搬
送
機
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
倉
庫
か
ら
の
資
材
移
動

な
ど
を
自
動
で
行
う
も
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
製
造
数
を
設
定
し
て
お

く
と
夜
間
や
朝
に
搬
送
機
が
必
要

な
も
の
を
必
要
な
量
だ
け
ラ
イ
ン

に
準
備
し
て
く
れ
た
り
、
完
成
品

を
倉
庫
に
運
ん
で
く
れ
た
り
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
組
み
立
て
や

梱こ
ん
ぽ
う包

な
ど
も
機
械
化
さ
れ
て
お

り
、
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
弊
社
で
生
産
さ
れ
て

い
る
製
品
は
最
終
的
に
人
間
が
使

う
も
の
。
書
き
味
な
ど
と
い
っ
た

人
で
し
か
確
認
で
き
な
い
感
覚
も

あ
る
の
で
、
一
部
の
確
認
作
業
は

人
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
性
や
品
質
の
向
上
、
さ
ら

コ
コ
に
注
目
‼

に
は
従
業
員
の
働
き
方
を
考
え
な

が
ら
も
、
最
終
的
に
は
人
の
手
で

し
っ
か
り
と
確
認
を
行
い
、
品
質

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

▲床の線や二次元コードを
　読み取りながら、梱包さ
　れた商品を昇降機で運ぶ
　搬送機

　

私
は
甘
い
も
の
に
目
が
な
く
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
ス
イ
ー
ツ
の
お
店
を
探
し
て

い
る
と
き
に
見
つ
け
た
の
が
「
ミ
ズ

グ
チ
ク
レ
ー
プ
」
さ
ん
で
す
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
小
麦
粉
や
国
産
の

全
粒
粉
を
使
用
す
る
な
ど
食
材
に
も

こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
時
々
で
期

間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
が
出
さ
れ
る
の

で
、
い
つ
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
確
認
し
て
限

定
商
品
を
食
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
く
に
ひ
ま
わ
り
公
園
が
あ
る
の
で

家
族
と
一
緒
に
買
っ
て
公
園
で
食
べ

ら
れ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

お
店
の
雰
囲
気
も
よ
く
、
隠
れ
家

的
な
お
店
な
の
で
お
ス
ス
メ
で
す
。

220

文
鹿屋東中学校鹿屋東中学校

ひまわり公園ひまわり公園

ミズグチクレープミズグチクレープ

やってみ
たい

仕事が見
つかる！

ま
ち
の

     
お
し
ご
と

VOL.15

〒 893-0023
鹿屋市笠之原町 3577-5
店休日　月・木曜日（SNSで要確認）
営業時間　12:00 ～ 18:00
※路上駐車はご遠慮ください

ミズグチクレープ

▶ I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram
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皆さんの農地を、皆さんの農地を、将来にわたって守り続将来にわたって守り続けていくためけていくため

　高齢化や人口減少の本格化により、農業者の減少や荒廃農地の拡大が進み、地域の農業が　高齢化や人口減少の本格化により、農業者の減少や荒廃農地の拡大が進み、地域の農業が
衰退することが懸念されています。地域の農業者や農地をお持ちの皆さんがこれまで守り続衰退することが懸念されています。地域の農業者や農地をお持ちの皆さんがこれまで守り続
けてきた農地を将来にしっかり引き継ぐために、農地集約や農地利用の姿を明確化する「地域けてきた農地を将来にしっかり引き継ぐために、農地集約や農地利用の姿を明確化する「地域
計画」を皆さんとの話し合い活動に基づき策定します。計画」を皆さんとの話し合い活動に基づき策定します。

  問 問 市農政課　☎0994-31-1183市農政課　☎0994-31-1183

　

本
市
で
は
、
主
に
自
営
農
業
に
従
事
し
て

い
る
「
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
」
が
直
近
15

年
間
で
約
65
％
減
少
す
る
と
と
も
に
、
農
地

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
「
耕
地
面
積
」
が

約
１
，０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
ま
し
た
。

農
業
の
後
継
者
不
足
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
減
少
が
続
く

と
荒
廃
農
地
が
拡
大
し
、
地
域
の
農
地
が
適

切
に
利
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、
誰
が
ど
の

よ
う
に
し
て
地
域
農
業
を
守
っ
て
い
く
の

か
、
ま
ず
は
地
域
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
を
重

ね
、
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鹿屋市の農家人口と耕地面積の推移

H17 H22 H27 R2

耕地面積
（ヘクタール）

基幹的農業
従事者数 ( 人 )

農業者や地域の皆さんと一緒になって農業者や地域の皆さんと一緒になって
R5.5月～ 9月 10月～ R6.10月～ ～ R7.2月

　アンケート結果をもとに、今年の秋頃から地域の話し合い活動を行います。
　話し合い活動は、農地所有者や耕作者だけでなく、地域の代表者や就農を目指す
人、関係機関・団体等に幅広く声掛けする予定です。
※話し合い活動の日程については、決まり次第市ホームページ等でお知らせします。

01
意向調査

（アンケート）

02
04
地域計画の策定

　地域計画として
策定・公表します。

地域の話し合い活動
　意向調査の結果をもとに、令和５年
10月頃から市内各地域で話し合い活動
を行い、将来の農地利用の方針をまと
めていきます。

計画の実施・更新
　計画に基づき農地利用を
行い、変更に応じて計画の
更新を行います。

定スケジュール定スケジュール

目標地図の作成
　話し合い活動でまとまった方針
を示す目標地図を作成します。

03

01 02 03 04

を策定しますを策定します「地域計画」「地域計画」「地域計画」

ここが
ポイント

！

地
域
計
画
と
は
…

　

地
域
計
画
と
は
、
農
業
者
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
か
、
地
域
ご
と
に
話
し
合
い
を
行

い
、
耕
作
を
行
う
中
心
的
な
農
業
者
等
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
農
地
を
ま
と
め
る
こ
と

や
、
将
来
、「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
農
地

を
利
用
す
る
か
を
農
地
ご
と
に
明
確
化
し
た

「
目
標
地
図
」
を
示
す
計
画
の
こ
と
で
す
。

計
画
の
策
定
に
よ
り
農
業
を
維
持
・
発
展
さ

せ
、
食
料
の
安
定
供
給
や
農
業
の
持
つ
様
々

な
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

中
心
的
な
農
業
者
等
に
農
地
を
預
け
（
集

積
）、
農
作
業
が
し
や
す
い
よ
う
に
農
地
を

ま
と
め
る
（
集
約
）
た
め
に
は
、
所
有
者
や

耕
作
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
人
々
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
地
域
計
画
を
策
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
地
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
に
は
意
向
調
査

（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
回
答
と
、
そ
の
後
の
話

し
合
い
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鹿
屋
市
の農

業
の
現
状

策

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

10,800

10,600

10,400

10,200

10,000

9,800

9,600

：基幹的農業従事者数
：耕地面積

まずは意向調査（２種類）に回答し、まずは意向調査（２種類）に回答し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出してください！　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出してください！

６月上旬からお手元に届きます。 目標地図作成に

必要な調査票ですので、 回答へのご協力をお願いします！

　農地の所有者等へ「農業経営意向」と「農地の意向」に
ついての意向調査票（アンケート）を送付します。

農業経営意向 農地の意向

　今後農業を経営す
る場合の規模の拡大

・縮小に関する調査
票

　所有する農地ごと
の今後の利用の仕方
に関する調査票
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健康　診断

集団健診日 会場 予約期間 予約先

7/ 6（木）・ 7（金）

串良平和アリーナ

6/ 5（月）～ 16（金）  鹿児島厚生連病院 

 健康管理センター

 ( ☎ 099-822-3002)

7/ 8（土）・ 9（日） 6/ 6（火）～ 16（金）

7/10（月）～ 12（水） 6/ 7（水）～ 16（金）

7/28（金）・ 29（土）
市保健相談センター

6/ 6（火）～ 16（金）  日本健康倶楽部

 ( ☎ 099-273-5591)7/30（日）・ 31（月） 6/ 7（水）～ 16（金）

8/ 6（日）・ 7（月） 輝北コミュニティセンター 6/19（月）～ 30（金）  鹿児島厚生連病院 

 健康管理センター

 ( ☎ 099-822-3002)

8/ 8（火） 高尾校区公民館
6/20（火）～ 30（金）

8/ 9（水） 市成校区公民館

希望する受診日と受付時間を選んで、対応する予約先に電話等で予約してください。なお、事前予約がないと受診
できませんのでお気を付けください。※電話予約受付は平日の9：00 ～ 15：00
※予約先が日本健康倶楽部の場合は専用フォームから予約可能
●受付時間　①7：00　②7：30　③8：00　④8：30　⑤9：00　⑥9：30　⑦10：00　⑧10：30　
●定員　各時間20人　※先着順
●実施する健(検)診　健康診査、肺がん、胃がん、大腸がん、腹部超音波、前立腺がん、骨粗しょう症

健康診査・がん検診を予約して受診しましょう！健康診査・がん検診を予約して受診しましょう！

　健康診断を受診し自身の体の状態を確認することで、将来の生活習慣
病の発症リスクを減らすことができます。生活習慣病の「芽」を早期に見
つけるためにも、自分自身の大事な体を今こそ診断してみませんか。
問問  市健康保険課（特定健診） ☎0994-35-1014
　 市保健相談センター（一般・がん検診） ☎0994-41-2110

　

健
康
診
断
に
は
、
事
業
者
が
従
業
員

　

健
康
診
断
に
は
、
事
業
者
が
従
業
員

に
対
し
て
実
施
す
る

「健
康
診
断
」
と
、

に
対
し
て
実
施
す
る

「健
康
診
断
」
と
、

医
療
保
険
者
が

医
療
保
険
者
が
4040
歳
以
上
の
被
保
険
者

歳
以
上
の
被
保
険
者

に
実
施
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た

に
実
施
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た

「
特
定
健
診
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

「
特
定
健
診
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

も
年
に
１
回
、
定
期
的
に
受
診
す
る
こ

も
年
に
１
回
、
定
期
的
に
受
診
す
る
こ

と
で
自
身
の
病
気
や
生
活
習
慣
病
の
リ

と
で
自
身
の
病
気
や
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1

未来のために
今こそ、

STEP

延ばそう健康寿命！健診４つのステップ！（特定健診）延ばそう健康寿命！健診４つのステップ！（特定健診）

管理栄養士管理栄養士
　　東東

あづまあづま

  紅紅
あ か ねあ か ね
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１回の健診で20以上の
病気のリスクが分かる！
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　40歳から74歳の人に健診の受
診券が届きます。希望する期日や
病院を決めて、電話等で予約をし
ます。

　集団健診では、待ち時間もなく
スムーズに受診できる環境を整
え、感染症対策も行っています。
予約制なので、受け付けから終了
まで約40分程度で終了します。
●必要なもの　保険証、受診券

　受診してから約１か月半～２
か月後に健診の結果が自宅に届
きます。個別に支援が必要な人に
は、直接結果をお伝えします。

　管理栄養士又は保健師による
保健指導や、健康運動指導士に
よる運動教室を行っています。
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健診は年に1度、自分
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風邪を引かなくなって
姿勢も良くなりました。
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▲ 月１ 回 行 う「糖 の コ
　ントロール教室」では、
　紙芝居を織り混ぜな
　がら分かりやすい栄
　養指導を行っている

特定健診を受診した特定健診を受診した

エクササイズに参加するエクササイズに参加する

※国民健康保険加入者、後期高齢者医療保険加入者等の場合

※集団健診は11月まで実施します。郵送される受診券をご確認ください。

※国民健康保険加入者の場合

▲専用フォーム
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申請・募集 お知らせ 講座 催し物

～６月   ３日（土）
　ひらぼうほたるの里ほたる祭り（平房活性化センター）

～６月   ４日（日）
　リニューアルオープン記念かのやばら祭り 2023 春

（かのやばら園）

　６月   ２日（金）　
　鹿屋市合同企業説明会　　　　　　　   （市体育館）

　６月   ３日（土）・４日（日）
　 燃ゆる感動かごしま大会 バレーボール競技（精神 

障がい者の部）リハーサル大会 
                                        （串良平和アリーナ）

　６月   ４日（日）
　姶良川クリーン作戦                         （古市橋付近）

　６月 17 日（土）・18 日（日）
　燃ゆる感動かごしま国体 ローイング競技（ボート）
　リハーサル大会     　（輝北ダム特設ボートコース）

　６月 24 日（土）～７月９日（日）
　鹿屋 100 号絵画展               （リナシティかのや）

　６月 27 日（火）～ 29 日（木）
　鹿屋市父親バレーボール大会              （市体育館）

６月月 イベント情報イベント情報

６月 11 日（日）
燃ゆる感動かごしま国体・デモンストレーションス
ポーツ「真

まっこうほう
向法体操」（錦江町総合交流センター）

大隅大隅のイベントのイベント

ハンセン病を正しく
理解しましょう

　６月 18 日（日）～ 24 日（土）は「ハンセン病問題
を正しく理解する週間」です。
　偏見や差別に苦しい思いをされた方々が、平穏に安
心して生活できる地域づくりのために、また二度とこ
のような悲しい歴史を繰り返さないために、私たち一
人ひとりが、ハンセン病問題について正しく理解しま
しょう。
●ハンセン病問題に関するパネル展
○期間＝６月 19 日（月）～ 23 日（金）
○場所＝市役所１階総合案内前

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110

「令和５年度児童手当現況
届」の提出をお願いします

　児童手当は家庭生活の安定、児童の健全育成等を目
的に支給する手当です。児童手当の受給において「現
況届」の提出が必要な対象者に現況届を郵送しますの
で、期間内の提出をお願いします。
※ 現況届＝６月１日時点の受給者の所得、年金種別及び

養育状況等の届
● 対象者
○児童と別居している人
○児童の父母以外で受給している人
○鹿屋市から提出の案内があった人
● 提出方法　６月上旬に郵送する「令和５年度児童手

当現況届のお知らせ」を確認したうえで、必要書類
を提出（郵送可）

※公務員は勤務先での手続き
●提出先　市子育て支援課、各総合支所住民サービス課
●提出期間　６月５日（月）～ 30 日（金）
●所得基準　児童を養育している人の所得が基準額以
　上の場合、児童手当・特例給付が支給されません。所
　得の基準額については、市ホームページ等でご確認
　ください。
※昨年度の所得が基準額以上で児
　童手当が支給されていない人の
　うち、今年度の所得が基準額未
　満になる人は、新たに認定請求
　書等の提出が必要

問市子育て支援課　☎ 0994-31-1134
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20-1

Ｊアラートの試験放送を
行います

　市では、重大な緊急情報を市民に即時に伝えるため、
J アラート（全国瞬時警報システム）を整備しています。
システムが正常に作動するかを確認するため、次の内
容で試験放送を行う予定です。試験放送の際は、戸別
受信機などの電源を切っていても自動的に作動し、最
大音量で放送されます。

問市安全安心課　☎ 0994-31-1124

日時 内容
6/  7（水）11:00 頃 ミサイル発射などを想定した放送
6/15（木）10:00 頃 地震を想定した放送

町内会に加入しましょう

　町内会は、まちの安全や美観を支える重要な存在で
す。町内会に加入し、様々な活動を通じて地域で支え
合いながら住みやすい地域づくりに参加しましょう。
●町内会の主な活動内容
○防犯灯や公園の維持管理による安全安心なまちづくり
○まちの美観を維持するための清掃等の美化活動
○広報誌等の配布による情報の伝達　など
●加入方法　加入申込書を各町内会長に提出又は専用
　フォームから申請
※加入申込書は市民課、市地域活力推進課、各総合支
　所に有り

問市地域活力推進課　☎ 0994-45-6930

※予定は変更になる場合があります。

鹿屋市「稼ぐ力」応援事業
補助金

● 対象者　本市に住所又は主たる事務所を有する個人、
町内会、市民団体又は法人

● 補助額　クラウドファンディング利用手数料の２分
の１以内（上限 20 万円）

● 補助要件　創業、新商品の開発及び地域の活性化等
に資するプロジェクトであること

※その他要件有り
● 申請　クラウドファンディング実施前に申請書類等

を提出
※予算額に達し次第受付終了
※申請書は市政策推進課又は市ホームページに有り

問市政策推進課　☎ 0994-31-1125

排水設備工事補助金
の対象者

●対象者　個人の既存住宅から下水道へ接続する人
●補助上限額（住宅１棟当たり）

※予算額に達し次第受付終了
※ 排水設備工事は鹿屋市下水道排水設備指定工事店の

み行うことが可能（一覧表は市ホームページに掲載）

問市下水道課　☎ 0994-31-1133

「第88回鹿屋市父親バレー
ボール大会」の参加チーム

●日時　 ６月 27 日（火）～29 日（木）　18:30 ～ 22:00
●場所　市体育館
●対象チーム　市内の同じ小学校区内に居住するメン
　バーで編成され、選手及び監督が原則 35 歳以上の既
　婚男性のチーム
※編成が困難な場合、中学校区でも可
●参加料　１チーム 4,500 円
●申込　６月 13 日（火）12:00 までに申込書を各小
　学校区のスポーツ推進委員又は市民スポーツ課に提出
※申込書 • スポーツ推進委員名簿は市ホームページに掲載
※参加料は後日徴収

問市民スポーツ課　☎ 0994-31-1139

「認知症を笑顔で考える
市民のつどい」の参加者

●日時　７月 22 日（土）　13:00 ～ 15:30
●場所　市文化会館
● 内容　介護保険相談会、認知症カフェ、認知症当事

者及び支援者による講演
●講演者　丹

たん
野
の

 智
とも

文
ふみ

 氏（認知症当事者の相談窓口「お
　れんじドア」代表）、阿

あ
部
べ

 かおり 氏（福岡県若年性
　認知症サポートセンター長）
●定員　500 人　※先着順　●参加料　無料
● 応募　７月 21 日（金）17:00 までに連絡又は専用

フォームから申し込み
※鹿屋市高齢者元気度アップ・ポイント付与の対象事業

問市高齢福祉課　☎ 0994-31-1116

区分
下水道供用開始から排水設備工事完了までの年数

３年以内
４年以上

（令和８年３月 31 日ま
でに排水設備工事完了）

補助上限額 150,000 円 100,000 円

※郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。
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道路上の穴ぼこ等を見つけた
場合は連絡してください

　市では、歩行者や運転者が安全に道路を通行できる
ように道路の整備やパトロールを行い、随時点検補修
を行っています。道路上に穴ぼこ等の損傷を見つけた
場合は、市道路建設課（夜間・休日等は☎ 0994-43-
2111）又は道路緊急ダイヤル（♯ 9910）へ至急連絡
してください。
※ スマートフォンアプリ「かのやラ

イフ」からも投稿可能です。ぜひ
ご活用ください。

▲道路の異常箇所の例（穴ぼこ、蓋板割れ、ロードミラー倒れ）
●土砂の流出防止にご協力ください
　畑や荒地等の民有地から流出した土砂等で側溝が埋
まり、排水機能が損なわれている場所があります。災
害防止と生活環境向上のため、土地所有者及び土地管
理者は、流出防止の処置や流出した土砂の除去等をお
願いします。
●安全な道路環境の維持に努めましょう
　山林や個人宅から道路への樹木の張り出し、道路上
の看板、プランター等により、歩行者や自動車等の通
行に支障をきたす事例が多発しています。これらのこ
とが原因で事故が発生した場合、所有者や占有者の責
任を問われることがあります。
　土地所有者は樹木の伐採や枝払い、
設置物の撤去を行うなど、速やかに
対応してください。

問市道路建設課　☎ 0994-31-1128

▲「かのやライフ」
　ダウンロード

スポーツ安全保険に
加入しましょう

● 対象　スポーツ活動、文化活動、レクリエーション
活動、ボランティア活動、地域活動等を行う４人以
上のアマチュアの団体・グループ

●掛金　１人当たり年間 800 ～ 11,000 円
※年齢や活動内容に基づき決定
●保険期間　加入手続日翌日～令和６年３月 31 日（日）
● 申込　「スポあんネット」ホーム
　ページから申し込み
※令和４年度に加入していた場合も
　更新手続きが必要

問公益財団法人鹿児島県スポーツ協会
　☎ 099-255-0146

犬や猫のマイクロチップ
情報の登録をしましょう

　令和４年に「改正動物愛護管理法」が施行され、ペッ
トショップ等で販売される犬や猫へのマイクロチップ
の装着と登録が義務付けられました。犬や猫を家族に
迎え入れた飼い主は、住所や氏名を登録する手続きが
必要になります。また、他者から犬や猫を譲り受けた
時には、できる限りマイクロチップを装着し、忘れず
に登録しましょう。
　なお、現在飼っている犬や
猫へのマイクロチップの装着
は、努力義務となります。

問市生活環境課　☎ 0994-31-1115

女性応援セミナー

●日時　７月２日（日）　13:30 ～ 16:00
●場所　リナシティかのや２階情報研修室
●対象者　市内に在住・在勤・在学する女性
●テーマ　私らしく生きる！
● 内容　井

いりょう
料 明

あ き ほ
歩 氏、岡

お か だ
田 あゆみ 氏によるゲスト

　トーク、参加者同士の交流
●定員　15 人　※先着順
●受講料　無料
● 応募　６月 28 日（水）までに申込書を提出又は専用

フォームから申し込み
※申込書は市ホームページに掲載

問市男女共同参画推進室　danjyo@city.kanoya.lg.jp
　☎ 0994-31-1114　FAX 0994-31-1170

ジュニア陸上

鹿屋体育大学の教員や陸上競技部員などから学ぶ陸上
競技教室
● 期間　７月１日（土）～ 12 月 23 日（土）の指定さ

れた水 • 土曜日（月５回程度）
●場所　鹿屋体育大学陸上競技場
●対象者　小学生　●定員　70 人　※先着順
●参加料
○入会金＝ 2,300 円　※保険料含む
○月謝＝ 1,800 円
●応募　参加料を添えて来所
※平日９:00 ～ 17:00 まで受け付け

問 NPO 法人かのや健康・スポーツクラブ（市武道館内）
　☎ 0994-41-9903

女性キャリアアップ
セミナー

●日時　７月９日（日）　13:00 ～ 16:00
●場所　リナシティかのや２階情報研修室
●対象者　市内に在住・在勤・在学する女性
● 講師　小

こばやし
林 礼

れ い な
奈 氏（ビジュアルファシリテーター）

● 内容　紙とペンを用いながら、会議や対話を見える
化する方法の学習

●定員　15 人　※先着順
●受講料　無料
● 応募　７月５日（水）までに申込書を提出又は専用

フォームから申し込み
※申込書は市ホームページに掲載

問市男女共同参画推進室　danjyo@city.kanoya.lg.jp
　☎ 0994-31-1114　FAX 0994-31-1170

「移動式赤ちゃんの駅」の
無料貸出を行っています

　市では、乳幼児を連れた家族が安心して屋外イベン
トに参加できるように、イベント主催団体へ簡易テン
ト一式・授乳用いす・おむつ交換台がセットになった「移
動式赤ちゃんの駅」の貸し出しを行っています。
●貸出期間　原則として最長７日間
●貸出料　無料
●貸出条件　市内で開催されるイベント
※その他条件有り
● 応募　貸出希望日の６か月前から
　７日前の間に申請書を提出
※申請書は市ホームページに掲載

問市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

ジャパンアスリートトレーニング
センター大隅リラックスヨーガ

●日時　６月 25 日（日）　10:00 ～ 11:00
●場所　ジャパンアスリートトレーニングセンター大
　隅（大崎町）
●対象者　高校生以上
●講師　a

あ さ み
sami 氏（アーバンウェルネ

　スクラブ・エルグ スタジオインスト
　ラクター）
●定員　20 人　※先着順
●受講料　500 円
●応募　受講日までに連絡又は受付で
　申し込み

問ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅
　☎ 099-477-1102

トレーナーが教える走り方教室

●日時　６月 25 日（日）　14:00 ～ 16:00
● 場所　ジャパンアスリートトレーニングセンター大

隅（大崎町）
●対象者　小学１～３年生
● 講師　鈴

す ず き
木 章

しょうすけ
介 氏（アー

　バンウェルネスクラブ・エル
　グ指導員、日本トレーニング指導者協会認定上級ト
　レーニング指導者）
●定員　30 人　※先着順
●受講料　1,000 円
●応募　受講日までに連絡又は受付で申し込み

問ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅
　☎ 099-477-1102

高校卒業予定者の求人受付が
始まります

　ハローワークかのやでは、令和６年３月の高校卒業
予定者を対象とした求人の受け付けを６月から開始し
ます。提出時期の遅れは、県外就職など人材流出の要
因になりますので、事業所の皆さんは早期の求人提出
をお願いします。
●求人受付開始日　６月１日（木）
● 対象事業所　鹿屋市、垂水市、東串良町、肝付町、錦

江町、南大隅町の事業所
●高校への求人提出開始日　７月１日（土）
●高校生の選考開始日　９月 16 日（土）

問ハローワークかのや　☎ 0994-42-4135

６月14日（水）～23日（金）は
市立図書館が臨時休館します

　市立図書館では蔵書点検のため次の期間に休館しま
す。なお、この期間の本の返却は、次の各施設に設置
してある返却ボックスをご利用ください。
●期間　６月 14 日（水）～ 23 日（金）
●返却ボックス設置場所＝市立図
　書館正面玄関、市役所本庁１階、
　リナシティかのや１階、西原地
　区及び東地区学習センター、市
　農業研修センター

問市立図書館　☎ 0994-43-9380

※予定は変更になる場合があります。※郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。
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誰でも持っている「別の輝く顔」にフォーカス 放課後は

の顔別別

タイム トラベルタイム トラベル
～温故写新～

昔、鹿屋で起きた出来事にクローズアップ！

夢夢
A bridge of dreamA bridge of dream

のかけ橋のかけ橋

↑

↑

14話

鹿屋東中学校 

田
た な か

中  迦
か い る

竜 さん （３年生）

K
a
ir
u
 T

a
n
a
k
a

school

イラストやゲーム、 読書が趣味で、

クラスでは副総務（副学級委員長）

を務める。 両親や祖父が飲食関係

の仕事をしていることに影響され、

進学先は調理科を希望している。

私
は
寿
に
家
が
あ
る
の
で
す
が
、

親
戚
が
大
姶
良
町
に
住
ん
で
お

り
「
大
姶
良
西
方
棒
踊
り
を
し
て
み
な

い
か
」
と
誘
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
小
学
４
年
生
頃
か
ら
参
加
し

て
い
ま
す
。
練
習
は
不
定
期
で
、
学
校

か
ら
帰
っ
た
後
に
宿
題
を
終
わ
ら
せ
て

参
加
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、

水
泳
部
に
も
所
属
し
て
い
る
た
め
部
活

動
後
に
棒
踊
り
の
練
習
を
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
大
変
で
す
。
棒
踊
り
に
は
、

文
字
通
り
棒
を
打
ち
鳴
ら
す
踊
り
も
あ

る
の
で
、
ミ
ス
が
相
手
へ
の
け
が
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
気
が

抜
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
岩
戸
神
社
へ

の
奉
納
や
大
姶
良
町
の
夏
祭
り
ス
テ
ー

ジ
で
、
最
後
ま
で
間
違
う
こ
と
な
く
踊

れ
た
時
は
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

見
て
く
れ
る
人
た
ち
が
楽
し
ん
で
く
れ

る
姿
も
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
今
年

度
高
校
受
験
を
控
え
て
お
り
、
勉
強
と

の
両
立
が
大
変
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

棒
踊
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

市内初の信号機

▲北田交差点は、後の昭和47年

　に県内初のスクランブル交差

　点となる

　

車
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
な
ど
に
、
交
差
点
に
設
置
さ
れ
る

「
信
号
機
」。日
本
で
の
そ
の
歴
史
は
、

昭
和
５
年
に
東
京
の
日
比
谷
交
差
点

で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
交

通
を
制
御
す
る
も
の
が
何
も
な
い
交

差
点
が
一
般
的
で
、
交
通
量
が
多
い

場
所
は
警
察
官
が
手
信
号
や
表
示
板

で
交
通
整
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
初
と
な
る
信
号
機
は
、
昭
和

33
年
８
月
12
日
に
北
田
交
差
点
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
県
内
で

信
号
機
が
あ
る
の
は
鹿
児
島
市
だ
け

で
、
当
時
の
市
報
に
は
信
号
の
色
の

意
味
や
変
わ
る
順
番
な
ど
の
ル
ー
ル

が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
お
り
、
い
か

に
信
号
機
が
馴
染
み
の
な
い
存
在

だ
っ
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
末
時
点
で
国
内
に
は

約
20
万
か
所
の
交
差
点
等
に
信
号

機
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
に
は
約
３
，

０
０
０
か
所
、
鹿
屋
市
内
は
現
在

２
０
１
か
所
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
性
な
ど
の
観
点
か
ら
灯

火
器
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
め
ら
れ
、
現

在
、
市
内
の
半
数
以
上
の
信
号
機
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
に
交
換
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
に
す
る
こ
と
は
多
い
で
す
が
、

な
か
な
か
観
察
す
る
こ
と
が
な
い
信

号
機
。
メ
ー
カ
ー
や
役
割
に
よ
っ
て

細
部
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
待

ち
時
間
に
で
も
よ
く
観
察
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲導入当時の写真。灯火器を目立

　たせるために縞
しま

模様の背面版が

　取り付けられている

i n fo rmat ionin fo rmat ion

さ
ん

【右】 壁の塗装やつかむ部分の設置も自作で行った「クライミングウォール」

【中】家族会議でアイデアを出しながらの経営。みんなで協力して施設の運営

　　　を行っている

【左】体操教室では 独自のカリキュラムで楽しく運動することができる

アイランドスポーツクラブキタガワ
アイランドマスター

北
き た

川
が わ

 翔
し ょ う

一
い ち

　

父
が
体
操
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
歳
か
ら
体
操
を

始
め
ま
し
た
。
中
学
・
高
校
で
は
陸
上

競
技
の
棒
高
跳
び
に
打
ち
込
み
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
の
自
分
を
磨
き
ま
し
た

が
、
両
親
が
教
育
者
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、教
育
へ
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
り
、

教
育
学
と
子
ど
も
の
発
達
や
心
理
を
学

べ
る
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
に
通
い
な
が
ら
幼
稚
園
体
育
指

導
員
補
助
な
ど
現
場
で
の
教
育
も
経
験

し
、
大
学
卒
業
後
は
カ
ナ
ダ
へ
留
学
。

語
学
学
校
に
通
い
な
が
ら
海
外
の
体
操

教
室
で
子
ど
も
た
ち
に
指
導
を
行
い
ま

し
た
。

　

帰
国
後
、
父
が
体
操
指
導
を
行
う
た

め
の
体
育
館
を
庭
先
に
作
り
た
い
と
の

想
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
海
外
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
を
取
り
入
れ
た
室

内
複
合
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
「
ア

イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
キ
タ
ガ

ワ
」
を
令
和
元
年
に
オ
ー
プ
ン
。
み
ん

な
が
子
ど
も
の
頃
に
戻
っ
て
楽
し
め
る

場
所
を
目
指
し
て
「
ア
イ
ラ
ン
ド
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
ま
し
た
。
４
千
個
以

上
の
カ
ラ
フ
ル
な
ボ
ー
ル
が
入
っ
た

ビ
ッ
グ
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
仕
様
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
20
種
目

以
上
の
競
技
を
体
験
で
き
、
今
後
は
Ⅴ

Ｒ
（
仮
想
空
間
）
や
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
も
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
ほ
ど
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、
営

業
ス
タ
イ
ル
を
変
更
す
る
な
ど
大
変
な

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
時

間
ご
と
の
完
全
貸
切
制
で
施
設
を
利
用

で
き
る
「
ワ
ン
タ
イ
ム
利
用
」
を
導
入

し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
整

備
。
ま
た
、
並
行
し
て
週
に
１
回
か
ら

楽
し
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

「
体
操
教
室
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
ん
で
い
る
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔

や
体
操
教
室
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
達
成
感
を
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

指
導
者
と
し
て
の
原
動
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身
体
を
動
か
す
こ

と
の
楽
し
さ
や
、
挑
戦
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
達
成
感
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

鹿屋市出身。休日は映画を

見たり、温泉での入浴を楽

しむ。体操の指導は身体が

資本なのでストレッチやヨ

ガなどを怠らない。

アイランドスポーツクラブ

キタガワ

○場所 吾平町麓3656-5

※受付時間は10:00～19:00

▼公式ＨＰ▼公式ＨＰ

after
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〒 893-8501

鹿屋市共栄町 20-1

政策推進課

「読者のひろば」 係

☎ 0994-31-1123

８ ９ ３ ８ ５ ０ １

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

Vol.418

クイズの答え

KANOYA
広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

皆さんからの

お便りを募集

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※�掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

　読者の皆様からいただいたお
便りの中から、ご意見や情報な
どを紹介します。

M a i l

読
者
の
ひ
ろ
ば

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
な
ど
子

ど
も
に
関
す
る
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
老
若
男
女
問
わ
ず
独
身
の
方
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
未
婚
率
が
増
え
て
い
る
そ

う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
出
会
い
の
場
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
段
々

と
収
束
に
向
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
独
身

の
男
女
が
出
会
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
す
れ

ば
、
婚
姻
率
も
出
生
率
も
上
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
鹿
屋
だ
け
で
な
く

全
国
的
に
幸
せ
な
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
る
と

い
い
で
す
ね
。
（
M
・
A
さ
ん
・
女
性
）

　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域

の
生
活
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
今
年
３
月
に「
鹿
屋
市
人
口
減
少
対

策
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
若
い
世
代
に
向
け
た
施
策
と

し
て
、
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
新
婚
夫
婦
へ
の
新
生
活
支
援

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

未
来
に
羽
ば
た
く
鹿
屋
の
子
ど
も
た
ち
を

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
生
と
小
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ

母
親
で
す
。
鹿
屋
市
の
基
本
目
標

③
「子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
に
、
と
て
も

期
待
し
て
い
ま
す
。
お
金
が
か
か
る
高
校

生
へ
の
支
援
や
給
食
費
半
額
免
除
な
ど
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
政
策
で
す
。
誰
も
が
、

鹿
屋
市
は
子
育
て
が
し
や
す
い
と
安
心
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
（Y
・
N
さ
ん
・
女
性
）

　
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
は
第
２
次
鹿

屋
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
５
つ
の
基
本
目

標
の
一
つ
で
、
今
年
度
は「
み
ん
な
で
育

む『
か
の
や
っ
子
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
も

と
に
市
が
独
自
に
行
う「
高
校
生
応
援
給

付
金
支
給
事
業
」
や
、
宿
泊
産
後
ケ
ア
を

利
用
す
る
際
の
自
己
負
担
額
引
き
下
げ
な

ど
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

支
援
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
今
後
も
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、
未
来
を

担
う
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
の

た
め
の
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

広
報
か
の
や
は
お
母
さ
ん
と
よ
く
見

て
い
ま
す
！

「放
課
後
は
別
の
顔
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
知
っ
て
い
る
人
は
い
な

い
か
な
、
と
詳
し
く
見
て
い
ま
す
。
小
・

中
学
生
も
楽
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
が
出
来
た
ら
う
れ
し
い
で
す
！

（ご
り
っ
ぴ
さ
ん
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
放
課
後
は
別
の

顔
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
頑
張
っ
て
い

る
小
中
学
生
を
紹
介
し
て
お
り
、
様
々
な

こ
と
に
奮
闘
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

る
と「
自
分
も
頑
張
ろ
う
！
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

広
報
か
の
や
で
は
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
広
報
誌
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
さ
ら
に
楽
し
め
る
よ

う
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
掲
載
す
る

な
ど
、
読
み
や
す
い
広
報
誌
と
な
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

4/28 ～ 5/9 の期間、市役所１階に鹿
屋市バラ苗生産組合が育てたバラが
展示されました。ウィーピングとい
う珍しい仕立てとなっています。

つるバラ 「つるバラ 「安安
あ ず み のあ ず み の

曇野曇野」 の展示」 の展示

フォトネタ !フォトネタ !

「アメダス」 ってどういう意味？

　全国約1,300か所に設置されている「自

動気象データ収集システム（AAutomated 

MeMeteorological DData AAcquisition SSystem）」

の略称で、「AMDAS」よりも「AMeDAS」とした方

が「雨出す」と語呂がいいのでアメダスとな

りました。市内には、吉ケ別府のほかに鹿

屋観測所（寿２丁目）と輝北観測所（輝北町

市成）にもアメダスが設置されています。

Q
V o i c e

大雨の時に聞く「吉
よしがべっぷ
ケ別府」。

何をしているところなの？

こ
れ
は
シ
ー
ソ
ー
の
よ
う
な
動
き
を
す

る
左
右
の「
ま
す
」
で
雨
水
を
受
け
、
降

水
量
０
．５
㎜
相
当
の
雨
が
溜
ま
っ
た
ら

シ
ー
ソ
ー
が
傾
き
、
セ
ン
サ
ー
が
そ
れ
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

昨
年
の
年
間
降
水
量
を
見
て
み
る
と
、

輝
北
観
測
所
が
２
８
６
４
．０
㎜
、
鹿
屋

観
測
所
が
２
９
４
３
．５
㎜
に
対
し
て
吉

ケ
別
府
は
３
４
４
０
．５
㎜
を
観
測
し
て

お
り
、
市
内
で
も
雨
が
多
く
降
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

豪
雨
の
中
で
も
人
知
れ
ず
頑
張
っ
て
い

る
ア
メ
ダ
ス
。
私
た
ち
に
も
た
ら
さ
れ
る

貴
重
な
情
報
は
こ
の
装
置
に
よ
っ
て
保
た

れ
て
い
ま
す
。

A 　

大
雨
の
時
な
ど
に「
鹿
屋
市
吉
ケ
別
府

で
は
降
水
量
○
○
ミ
リ
を
観
測
」
な
ど
と

い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
吉
ケ
別
府

は
下
高
隈
町
に
あ
る
地
域
で
、
そ
こ
を
通

る
国
道
５
０
４
号
線
沿
い
の
吉
ケ
別
府
公

民
館
の
敷
地
内
に
鹿
児
島
地
方
気
象
台
の

「
吉
ケ
別
府
地
域
雨
量
観
測
所
」
が
あ
り
、

地
域
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム「
ア
メ
ダ
ス
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
ケ
別
府
で
は

昭
和
40
年
か
ら
降
水
量
の
観
測
を
実
施
。

当
時
は
今
の
観
測
地
点
と
は
違
う
場
所
に

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
２
月
に
現
在

の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

降
水
量
と
は
、
降
っ
た
雨
が
ど
こ
に
も

流
れ
ず
に
溜
ま
っ
た
場
合
の
水
の
深
さ
の

こ
と
で
、
例
え
ば「
１
時
間
で
１
０
０
㎜

の
降
水
量
」
と
は
、
１
時
間
で
降
っ
た
雨

の
水
深
が
10
㎝
に
な
り
、
１
㎡
当
た
り
に

降
っ
た
雨
量
は
１
０
０
ℓ
に
な
り
ま
す
。

吉
ケ
別
府
で
の
観
測
に
は「
転
倒
ま
す
型

雨
量
計
」
と
い
う
装
置
を
用
い
て
お
り
、

▲転倒ます型雨量計

シーソーが傾くと、

反対側のますに水

が溜まり始める。

鹿
屋
市
の
５
月
の
イ
ベ
ン
ト
に
、

「と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
１
日
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
も
う
、

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
私
に
は
ダ
ウ
ン

症
の
娘
が
い
ま
す
。
音
楽
が
大
好
き
で
、

障
が
い
を
も
つ
仲
間
で
、
「と
っ
て
お
き
の

音
楽
隊
」
と
し
て
鹿
屋
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
鹿
屋
市

が
音
楽
を
通
し
て
、
障
が
い
を
も
つ
人
や

子
ど
も
、
高
齢
者
、
全
て
の
人
に
優
し
い

街
に
な
れ
た
ら
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
（お
ば
こ
さ
ん
・
女
性
）

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭

in
か
の
や
」
主
催
の
同
音
楽
祭
は
、
障
が

い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
音
楽
を
楽
し
ん
で

い
る
演
奏
家
や
愛
好
家
、
そ
の
支
援
者
な

ど
を
招
き
、
健
常
者
と
障
が
い
者
が
共
に

ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
過
程
を
通
し
て

音
楽
の
力
で「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を

目
指
す
イ
ベ
ン
ト
で
、
平
成
23
年
か
ら
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
は
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
や
リ
ズ
ム
感
覚
の
向

上
な
ど
様
々
な
力
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
音
楽
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
多
く
の
人
が
つ
な
が

る
こ
の
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
が
更
に
大

き
な
輪
と
な
っ
て「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み

ん
な
い
い
」
と
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
優

し
い
世
界
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。
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健

ふい

康

ら
家族葬は花岡

（例：22万円プランを17万円プランより）
※価格は税込表示

５５万円引き万円引き
葬儀プランから

たびだち会（お得な会員）
入会 5,000円

ご相談・
お問い合わせ

電話0994−31−8444
鹿屋市古里町533（花岡学園前） HP：hanaokasousai.com

広告価格で葬儀代足りるの？
実は足りません。

他に費用がかかります。
だからこそ事前相談・会員制度の

活用をお勧めします。

― 事前相談お越しください ―

小豆生産者さん募集
説明会あり（6月末予定）、小豆栽培が初めてでも安心♪
2022年の台風14号通過後も無事に収穫できました

□ 種→支給します
□  機械→あります 
（脱穀・乾燥・選別）

□ 収穫→全量買取します

✓
✓

✓

株式会社かごしまんま
鹿屋市串良町上小原2600-2
 info@kagoshimamma.com
0994-63-0555 または 090-8299-8472
お気軽にメールまたはお電話ください

（水・土日除く 9：00 ～ 17：00）
担当 山下

志布志港方面

JR日南線

関屋口交差点
国道220号線

志布志駅 井手小児科

串間駅方面→

志布志市役所

宮崎県方面→←鹿屋市方面

医療法人慈幼会
井手小児科こども予防接種クリニック

井手小児科こども予防接種クリニック井手小児科こども予防接種クリニック井手小児科こども予防接種クリニック
（旧称・井手小児科）（旧称・井手小児科）

赤ちゃんの予防接種は生後2カ月から始まります

定期予防接種の電話・WEB予約受付中

WEB予約
24時間対応

①院内感染のない安心・安全な予防接種
②都合のいい日、都合のいい時間の予約
③土曜日も午後5時まで予約できます
④赤ちゃんがぬれない屋根付き駐車場完備
⑤30分に二人の余裕の予約

https://ide-shonika.com

tel.099-473-3211
〒899-7103 鹿児島県志布志市

志布志町志布志3227-1

■接種日：月曜～水曜・金曜～土曜日
■休診日：木曜・日曜・祝日
■午前・午後共に30分に２人予約

午前

受付時間

９：００～１１：００

１４：００～１７：００

月 火 水 木 金 土

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○午後

当クリニックの
ホームページ

ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ

編 集 後 記

　広告のひろばは、 各事業所の広告を掲載することで、 市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。 また、 市の自主財源確保の一環として行っています。

　広告に関するお問い合わせは、 印刷会社、 市政策推進課にお問い合わせください。

㈱新生社印刷
☎ 0994-43-2238

広告 のひろば
毎月約 40,000 部を発行する　　　　　　　　　　に広告を掲載しませんか ‼広報かのや広報かのや

✂キリトリ線

黄 口とは雛鳥のくちばしが黄色

いことから、経験の浅い未熟

な者を指す言葉です。私も地域計画

の記事を作成しながら、己の未熟さ

を感じる回となりました。（牧野）

梅 雨の時期が始まります。過ご

しやすい季節ではありません

が、今回は、じめじめした雨を吹き

飛ばす消防士の熱い活躍とお話を

伺えた特集となりました。（久冨木）

の べつ幕なしに降り続く雨。雨

量の情報は命にかかわるた

め非常に重要なデータとなります。

雨に打たれながら情報収集してい

るアメダスに感謝です。（下曽山）

雨 垂れ石を穿つと言われるよう

に、不摂生が積み重なると体

に穴が空きかねません。私も毎日の

食事と運動に気を付けながら、健診

を受け続けたいと思います。（堂込）

月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医
鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 8:30 ～ 18:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

5月28日
 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

6月  4日
 園田クリニック 旭原町 43-8181
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

11日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

18日
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

25日
 中塩医院 西原１丁目 43-2489
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 検見崎クリニック 西原１丁目 43-2991

7月  2日
 フクダ医院 寿３丁目 43-4191
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 鮫島整形外科医院 寿１丁目 43-2535

肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

5月28日 黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878
6月  4日 はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

11日 ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
18日 山路医院 東串良町池之原 63-2134
25日 しんみょうず内科・脳神経外科 吾平町麓 45-4030

7月  2日 高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171

　大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

平日／午後5 時から夜間救急当番医を案内

※ただし、 火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

６６

　これから本格的な夏に向けて気温が上昇していく中、 熱中症患者の増加が予想されます。 熱中症に

ついて正しい知識を身につけ体調の変化に気を付けるとともに、 熱中症による健康被害を防ぎましょう。

※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが

　�あります。 各医療機関にご確認のうえ受診してください。

●暑さを避けましょう

○日傘や帽子を着用して涼しい服装を心掛ける

○少しでも体調が悪くなったら涼しい場所へ避難する

○涼しい室内に入れなければ、 屋外でも日陰へ入る

●エアコン使用中も換気をしましょう

○こまめに窓やドアを２か所以上開放する

○換気扇や扇風機などを併用する

中症を防ぎましょう 問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110熱

●暑さに備えた体づくり

○無理のない適度な運動を心掛ける

○定期的な検温と健康チェックを行う

●こまめな水分補給をしましょう

○１日当たり 1.2 Ｌを目安に水分補給を行う

○のどが渇いていなくても水分補給する

○水分が不足しがちな入浴直後や起床時にも

　�まず水分補給を行う

○大量に汗をかいたら塩分も補給する

鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

5月28日 下浜歯科医院 川西町 41-5888
6月  4日 すみの歯科医院 寿３丁目 42-2959

11日 とおや治歯科クリニック 寿１丁目 40-1811
18日 中原歯科医院 西原１丁目 43-0088
25日 西の原歯科 打馬１丁目 40-4180

7月  2日 根木原歯科 札元１丁目 41-0750
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※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1 枚につきお１人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや ☎0994-35-1001

C 2023 Nintendo and Universal Studios.

　世界的なゲームシリーズ
「スーパーマリオ」がついに
映画の世界へ。ニューヨー
クで配管工を営む双子の兄
弟マリオとルイージは、謎
の土管に入ってしまい魔法
に満ちた新世界に迷い込む。
兄弟の絆で世界の危機に立ち
向かう、大冒険の結末とは。

ザ・スーパーマリオブラザーズ・ムービー
【日本語吹替版】

　   鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

 60歳以上／1,200円

　   上映時間（92分）

　 ①10時～　 ②13時～

 ③16時～　 ④19時～

※18歳未満の方は、終映が19
　時を過ぎる回には必ず保護者
　同伴のうえ、ご入場ください。

６/16 ㊎ ～７/20 ㊍６/16 ㊎ ～７/20 ㊍

割引券をお持ちの人は
300円（高校生以下は
200円）を割引します。
※60歳以上の人は割
　引対象外です。

ザ・スーパーマリオ
ブラザーズ・ムービー

クイズ

　色鉛筆の描きやすさとクレヨンの持つ発色の美しさを
生かした、発売50周年を迎える全芯タイプの色鉛筆「クー
ピーペンシル」。使用する人たちの声によって、折れにく
く消しゴムでも消しやすいなどの工夫が凝らされた「クー
ピーペンシル24色セット」を５名様にプレゼントします。

クーピーペンシル24本セット（５名様）

Ｑ.吉ケ別府のアメダスで用いられている降水量を図る

　装置の名称は？

　「転倒○○型雨量計」
　　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかに

　　　あります。

【応募方法】25･26 ページのはがきに、クイズの答
えと、「読者のひろば」へのお便りをお寄せください。
応募者の中から抽せんで５名様にプレゼントします。
なお、当せん者の発表は、賞品引換券の発送をもっ
て代えさせていただきます。（５月号の答え：研修）

   応募期限
  66/27/27 ㊋㊋

　高齢化や人口減少により、農業を高齢化や人口減少により、農業を
する人が減ったり荒廃農地の拡大がする人が減ったり荒廃農地の拡大が
進んだりすることで、我々の暮らし進んだりすることで、我々の暮らし
を支える地域農業の衰退が危惧されを支える地域農業の衰退が危惧され
ています。そんな農業や農地の課題ています。そんな農業や農地の課題
を地域で解決する「地域計画」についを地域で解決する「地域計画」につい
て紹介します。て紹介します。

くわしくは

へ GO!!

P14

　リニューアルオープンした「かのやばら園」。皆さ
んはもう行きましたか？今回は新たに誕生した「ウェ
ルカムガーデン」や「展望デッキ」など、ばら園の見ど
ころを中心に、おすすめのフォトスポットをばら園
職員が全力でご案内します！

【ばら写真に全力挑戦】【ばら写真に全力挑戦】


